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平成 22 年 11 月 11 日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 陽 光 都 市 開 発

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  相 馬  聡

 （ＪＡＳＤＡＱ コード 8946）

問 合 せ 先  専務取締役管理本部長 田 中  忍

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表）

 

 

平成 22 年 12 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は平成 22 年 12 月期（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日）の業績予想について、

平成 22 年２月 12 日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせい

たします。 

 

記 

 

１. 業績予想との修正 

（１）連結業績予想 

平成 22 年 12 月期通期（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日）       （単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （A） 9,213 267 124 100 1,624 円 22 銭

今 回 修 正 （B） 8,134 △53 △257 105 1,705 円 43 銭

増 減 額 (B)-(A) △1,079 △320 △381 5 ―

増 減 率  △11.7% ― ― 5.0% ―

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 12 月期） 
8,997 170 36 21 348 円 07 銭

 

（２）個別業績予想 

平成 22 年 12 月期通期（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日）       （単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （A） 8,591 272 110 103 1,672 円 95 銭

今 回 修 正 （B） 7,717 △103 △322 119 1,932 円 82 銭

増 減 額 (B)-(A) △874 △375 △432 16 ―

増 減 率  △10.2% ― ― 15.5% ―

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 12 月期） 
8,759 56 △37 △135 △2,197 円 06 銭
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２.修正の理由 

 （１）連結業績予想 

a．売上高・売上総利益 

平成22年12月期通期連結業績予想といたしましては、売上高は8,134百万円（前回業績予

想比1,079百万円減）、売上総利益1,548百万円（前回業績予想比528百万円減）を見込んで

おります。理由につきましてはセグメント毎に下記に記載いたします。 

 

ア．不動産販売事業 

当社の主力事業であります投資用マンション事業の戸別販売におきましては、当社の主力

エリアである横浜みなとみらい２１地区にてオフィスビル数棟の竣工や商業施設の開業な

どにより、大幅な就業人口の増加に伴う賃貸ニーズの高まりによる底堅い需要がみられる

ものの、当社の主力販売先である一般給与所得者は一昨年からの経済状況の低迷により雇

用・所得環境の悪化が続き、投資に対する姿勢は一層慎重になっており、戸別販売として

当初予想しておりました戸数を下回る見込みであります。また、平成22年12月期第１四半

期の決算におきまして、戸別販売を予定しておりました投資用マンション１棟（50 戸）に

ついて有利子負債の圧縮、資金回収の迅速化の観点から１棟販売へと販売方法の変更を行

い、販売価格の見直しをしたため評価損135 百万円を売上原価に計上し、第２四半期にお

きまして当該物件の売却を行っております。 

また、流通・流動化事業として、保有する収益不動産の売却を進めておりましたが、第４

四半期において、商業ビル１棟の売却を行う見通しとなりました。 

その結果、販売戸数317戸（前回予想比28戸減）、売上高6,753百万円（前回業績予想比828

百万円減）、売上総利益966百万円（前回業績予想比458百万円減）となる見込みでありま

す。 

 

イ．不動産管理事業、不動産賃貸事業、不動産仲介事業及びその他の事業 

不動産管理事業、不動産賃貸事業及びその他の事業におきましては、管理戸数の増加など

による安定した収益事業として堅調に推移しておりますが、不動産仲介事業におきまして

は景気停滞による賃貸住宅の借り換え意欲減退、売買仲介案件の減少などの影響がみられ

ました。また、平成22年９月17日に発表しております「当社連結子会社の株式譲渡契約締

結と特別利益の発生に関するお知らせ」のとおり、連結子会社である株式会社陽光ビルシ

ステムの全株式を売却したため、第４四半期より連結対象外となります。 

その結果、不動産管理事業、不動産賃貸事業、不動産仲介事業及びその他の事業につきま

しては、売上高1,381百万円（前回業績予想比252百万円減）、売上総利益582百万円（前回

業績予想比70百万円減）となる見込みであります。 

 

b．販売費及び一般管理費・営業利益・経常利益 

販売費及び一般管理費につきましては、前期（平成21年12月期）に実施した削減策の効果

が発揮されているとともに、投資用マンションの販売が低迷していることによる販売促進

費等の支出の減少、さらに株式会社陽光ビルシステムが連結対象外となったことから、結

果として、1,600百万円（前回業績予想比208百万円減）を見込んでおり、営業利益は53百

万円の損失（前回業績予想比320百万円減）となる見込みとなりました。 

また、株式会社陽光ビルシステムの全株式売却における手数料の増加、支払利息の増加等

により、経常利益は257百万円の損失（前回業績予想比381百万円減）となる見込みであり

ます。 
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c．当期純利益 

平成22年8月12日に発表しております「特別損失及び法人税等調整額の計上に関するお知

らせ」のとおり、第2四半期決算におきまして減損損失11百万円、法人税等調整額12百万円

を計上しており、また、株式会社陽光ビルシステムの全株式売却により、関係会社株式売

却益429百万円を計上したため、当期純利益は105百万円（前回業績予想比5百万円増）とな

る見込みであります。 

 

 

（２）個別業績予想 

a．売上高・売上総利益・販売費及び一般管理費・営業利益・経常利益 

平成22年12月期通期個別業績予想といたしましては、売上高は7,717百万円（前回業績予

想比874百万円減）、売上総利益1,421百万円（前回業績予想比538百万円減）、販売費及び

一般管理費1,524百万円（前回業績予想比163百万円減）、営業利益103百万円の損失（前回

業績予想比375百万円減）、経常利益322百万円の損失（前回業績予想比432百万円減）を見

込んでおります。理由につきましては、株式会社陽光ビルシステムの株式売却による影響

を除き、上記連結業績とほぼ同様の理由によります。 

 

b．当期純利益 

上記連結業績とほぼ同様の理由によりますが、株式会社陽光ビルシステムの全株式売却に

おきましては、個別決算上では事業譲渡益425百万円（連結決算においては関係会社株式売

却益）、関係会社株式売却益30百万円（連結決算においては消去）となり、当期純利益は

119百万円（前回業績予想比16百万円増）となる見込みであります。 

 

以 上 

 

（注）本資料に記載しております予想数値は、本資料作成日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は様々な要因によって上記予想数値と異なる可能性があります。 


